
一　

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

　

た
し
か
、
二
〇
〇
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
。
パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
っ
て
い
て
、
米
国
の
国

立
公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
）、
国
家
安
全
保
障
公
文
書

館
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
に
紛
れ
込
ん
だ
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
と
き
び
っ
く
り
仰
天
し
た
。
七

二
年
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

補
佐
官
と
毛
沢
東
・
周
恩
来
の
会
談
記
録
の
ほ

と
ん
ど
、
翌
年
に
は
一
九
七
一
年
七
月
と
一
〇

月
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
・
周
恩
来
会
談
の
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
当
時
、「
米
国
は
さ
す
が
だ
」
と

思
い
な
が
ら
、
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
膨
大
な

記
録
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
夜
を
徹
し
て
読

み
込
ん
だ
。
す
ば
ら
し
い
第
一
級
の
史
料
だ
っ

た
。

　

こ
う
し
て
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
も
Ｎ
Ａ
に
も
一
度
も

行
っ
た
こ
と
が
な
い
評
者
を
中
心
に
、
歴
史
的

米
中
会
談
の
記
録
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
が
、『
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
機
密
会

談
録
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
と

『
周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
機
密
会
談
録
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
い
ま
で
は
、

人
々
は
七
一
～
七
二
年
の
米
中
リ
ー
ダ
ー
の
息

詰
ま
る
交
渉
の
ほ
と
ん
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

も
う
一
つ
の
恩
恵
は
最
近
の
も
の
だ
。
中
国

期
刊
全
文
数
拠
庫
（
Ｃ
Ａ
Ｊ
）
を
含
む
い
わ
ゆ

る
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
米
国

の
Ｎ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
違
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
の
際
は
有
料
、
中
国
で
は
同
方
知
網

（
北
京
）
技
術
有
限
公
司
が
提
供
し
、
日
本
で

は
そ
れ
を
東
方
書
店
が
仲
介
し
て
い
る
。
国
会

図
書
館
な
ど
の
大
き
な
機
関
が
集
団
顧
客
と
な

り
、
ま
た
有
料
カ
ー
ド
を
使
う
個
人
顧
客
も
増

え
て
い
る
。
提
供
者
に
よ
れ
ば
、
中
国
発
行
の

重
要
雑
誌
八
九
〇
〇
点
を
対
象
と
し
て
、
一
九

九
四
年
以
降
の
二
〇
〇
〇
万
件
以
上
の
文
献
を

収
録
、
毎
年
八
〇
万
件
を
追
加
し
て
い
る
と
い

う
。
Ｃ
Ａ
Ｊ
に
採
録
さ
れ
て
い
る
雑
誌
は
文
史

哲
が
七
三
六
件
、
社
会
科
学
が
三
二
七
六
件
だ

そ
う
で
あ
る
。

　

評
者
は
い
ま
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
を
通
じ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
文
献
を
こ
の
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
る
。
検
索
が
で
き
、
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
が
で
き
る
の
が
な
に
よ
り
あ
り
が

た
い
。
思
え
ば
五
〇
年
前
、
卒
業
論
文
の
時
に

は
、
浙
江
財
閥
を
調
べ
る
た
め
に
、
大
学
の
近

く
に
あ
っ
た
東
大
・
東
洋
文
化
研
究
所
に
日
参

し
て
、『
銀
行
週
報
』
を
一
字
一
句
筆
写
し
た

の
に
、
い
ま
で
は
こ
ん
な
安
易
な
こ
と
を
し
て
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付
与
さ
れ
た
も
の
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
場
合
が
多
い
）、

②
従
来
の
史
資
料
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し
た
も

の
、
の
二
種
類
が
あ
る
。
評
者
は
、
大
澤
が
紹

介
す
る
、
中
国
大
陸
・
台
湾
・
米
国
・
日
本
が
作

成
し
て
い
る
主
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
当
た
っ
て

み
た
。
改
め
て
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

の
史
料
は
と
く
に
外
国
人
研
究
者
に
と
っ
て

有
用
だ
と
痛
感
し
、
台
湾
の
「
国
家
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
計
画
」
に
圧
倒
さ
れ
、
と
く
に
中

国
大
陸
に
お
け
る
民
国
期
文
献
・
資
料
の
整
理
・

公
開
ぶ
り
に
は
驚
い
た
。
五
四
運
動
～
一
九
二

〇
年
代
の
貴
重
な
雑
誌
『
解
放
与
改
造
』、『
少

年
中
国
』、『
人
民
周
刊
』
を
何
十
年
ぶ
り
に
目

に
し
て
懐
か
し
か
っ
た
。
史
料
（
檔
案
）・
資
料

を
め
ぐ
る
状
況
は
激
変
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
研
究
者
は

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
利
用

す
べ
き
か
、
何
を
警
戒
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い

て
、
考
え
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
、
作
成
者
が
公
的
単
位
・
公
人
で
あ

り
、
所
蔵
単
位
が
公
的
機
関
で
あ
る
場
合
、
そ

の
記
録
は
基
本
的
に
は
公
的
財
産
で
あ
る
。
利

用
者
は
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

著
作
権
の
問
題
も
生
じ
な
い
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
や
Ｎ
Ａ
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い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、と
毎
日
思
い
な
が
ら
、

Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
軍
門
に
下
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

二　

中
国
近
現
代
史
を
め
ぐ
る
新
史
料
状
況

　

そ
ん
な
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
む
近
現
代

中
国
研
究
の
新
手
法
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
若

い
人
々
の
研
究
成
果
を
目
に
し
た
。
本
書
は
、

日
本
で
活
動
す
る
中
国
近
現
代
史
研
究
者
が
挑

戦
す
る
、
研
究
の
新
手
法
に
つ
い
て
の
ほ
と
ん

ど
最
初
に
出
た
、
地
味
な
本
で
あ
る
。

　

編
者
は
、
史
料
と
資
料
に
つ
い
て
は
、
後
者

が
前
者
に
比
べ
て
学
術
的
評
価
が
固
ま
っ
て
い

な
い
、
よ
り
厳
密
な
史
料
批
判
を
必
要
と
す
る

も
の
、
あ
る
い
は
前
者
を
作
成
後
三
〇
年
以
上

経
過
し
た
も
の
、
と
一
応
の
区
別
を
し
て
は
い

る
が
、
両
者
を
総
称
す
る
場
合
、
ど
ち
ら
と
も

つ
か
な
い
場
合
を
史
資
料
と
呼
ぶ
と
し
て
い

る
。
第
一
部
口オ

ー
ラ
ル述

、
第
二
部
電デ

ジ
タ
ル

子
化
、
第
三
部

地ロ

ー

カ

ル

方
分
権
の
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
第
一

部
の
ほ
と
ん
ど
は
二
〇
〇
八
年
六
月
東
洋
文
庫

で
お
こ
な
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（「
オ
ー
ラ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
中
国
現
代
史
研
究
」）、
第
三
部

は
二
〇
〇
九
年
冬
東
京
で
開
か
れ
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（「
江
南
地
域
史
研
究
と
新
史
料
」）
を

文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

評
者
は
、
近
代
史
や
歴
史
学
か
ら
離
れ
て
長

く
か
な
り
疎
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
の
近

代
史
に
関
わ
る
各
論
考
は
、
地
味
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
若
い
挑
戦
や
息
吹
が
伝
わ
っ
て
き
て

好
感
が
も
て
る
。
た
だ
、
現
代
政
治
・
国
際
関

係
を
専
門
と
す
る
評
者
に
と
っ
て
は
、
第
二
部

電デ
ジ
タ
ル

子
化
が
と
て
も
興
味
深
い
の
で
、
こ
の
問
題

か
ら
入
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

三　

史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
研
究
を
深
め
、

広
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か

　

本
書
第
二
部
で
は
、
胡
適
記
念
館
（
台
湾
）、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
中
心
に
し
た
米
国
で
の
近

現
代
中
国
関
係
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
国
立

公
文
書
館
・
外
務
省
外
交
史
料
館
・
防
衛
省
防

衛
研
究
所
図
書
館
の
史
資
料
を
横
断
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
最
新
の
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
第
一
〇
章
「
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
中
国
研

究
」（
大
澤
肇
）
は
そ
の
ま
と
め
と
な
っ
て
い
る

の
で
、こ
の
一
〇
章
を
中
心
に
論
じ
て
見
た
い
。

　

一
〇
章
に
よ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
史
資
料
は
、

①
画
像
イ
メ
ー
ジ
の
集
合
体
に
メ
タ
デ
ー
タ
が
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に
あ
る
大
量
の
史
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
翻

訳
出
版
し
て
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
対
し
て
一

銭
も
Ｎ
Ｓ
Ａ
や
Ｎ
Ａ
に
払
っ
て
い
な
い
。他
方
、

中
国
大
陸
で
は
多
く
の
場
合
、
史
資
料
は
編
纂

さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
史
料
は
有
料
で
あ
る
。
商

業
ベ
ー
ス
で
公
的
財
産
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、

費
用
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
た
い
の
は
、

資
料
に
は
公
的
な
も
の
、
私
的
な
も
の
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
性
格
、
利
用
方
法
に
は
当
然
区
別

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
の
問
題
は
も
っ
と
微
妙
だ
。本
書
で
は
、

口
述
や
聞
き
取
り
な
ど
、
文
字
文
献
で
は
な
い

も
の
か
ら
近
代
史
を
構
築
す
る
手
法
の
開
発
を

論
じ
て
い
る
が
、
昨
今
、
歴
史
研
究
を
め
ぐ
っ

て
は
、
一
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
字
・
画

像
文
献
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
大
量
に
安
易

に
研
究
者
の
手
に
入
り
、
他
方
で
は
口
述
や
家

譜
な
ど
の
非
公
式
資
料
が
歴
史
学
の
表
舞
台
に

登
場
し
て
き
た
と
い
う
新
状
況
が
あ
る
。
前
者

は
、
文
献
に
な
っ
た
資
料
を
し
て
権
威
化
さ
せ

て
い
る
し
、
後
者
は
、
権
力
と
非
権
力
の
出
す

史
資
料
の
区
別
、
そ
の
境
界
が
限
り
な
く
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

と
く
に
、
前
者
は
実
は
大
変
な
問
題
だ
と
思

う
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
で
史
料
・
資
料
・

文
献
の
権
威
は
高
ま
る
。
怖
い
の
は
、
デ
ジ
タ

ル
資
料
は
現
物
で
は
な
い
か
ら
、
す
べ
て
の
資

料
が
同
じ
ラ
ン
ク
に
あ
る
も
の
と
し
て
利
用
者

に
認
識
さ
れ
る
こ
と
だ
。
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で

は
す
べ
て
が
フ
ラ
ッ
ト
で
、
中
身
以
外
の
属
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
ほ

と
ん
ど
意
味
が
な
か
っ
た
史
資
料
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
る
こ
と
で
箔
が
つ
き
、
歴
史
家
に
大
き

な
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。

四　

調
査
と
聞
き
取
り

　

本
書
で
は
新
手
法
を
使
っ
た
豊
か
な
経
験
が

紹
介
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
深
い
。「
新
手
法
」

で
歴
史
研
究
の
材
料
を
集
め
る
際
に
は
一
定
の

注
意
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
記
し
て

お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
な
に
を
調
査
し
聞
き
取
る
か
、
何
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
な
の
か
、
と
い
う
点
を
事

前
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
仮

説
の
設
定
も
必
要
だ
ろ
う
。
第
二
が
、
聞
き
取

り
デ
ー
タ
を
材
料
に
す
る
場
合
、
一
定
の
量
が

保
証
さ
れ
た
方
が
よ
い
。
定
点
観
測
を
持
続
的

に
行
っ
た
り
、
で
き
る
だ
け
多
数
の
対
象
を
選

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
満
載
。
見
本
誌
贈
呈
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
（
東
方
書
店
）

二
〇
一
〇
年
一
月
号
よ
り
『
人
民
中
国
』
デ
ジ
タ
ル

版
をFujisan.co.jp

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

プ
ル
版
の
試
し
読
み
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

　http://w
w
w
.fujisan.co.jp/m

agazine/1385
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【
特
集
・
チ
ベ
ッ

ト
解
放
六
十
年
―

着
々
と
進
む
現
代

化
】
六
十
年
来
の
発

展
と
変
化
◆
自
然

を
守
り
イ
ン
フ
ラ

建
設
◆
何
よ
り
も

生
活
向
上
が
大
切

◆
内
地
で
学
び
、
故

郷
で
貢
献
【
連
載
】

◆
チ
ャ
イ
ナ
・
パ
ワ
ー
を
読
み
解
く
P
a
r
t

Ⅱ
⑨
中
国
創
新
の
粋
―
高
速
鉄
道
◆
中
国
伝

統
の
技
⑨
代
々
伝
授
さ
れ
て
き
た
印
刷
術
◆

私
の
し
ご
と
⑲
ス
ポ
ー
ツ
推
進
活
動
を
す
る

社
区
の
社
会
体
育
指
導
員
【
ア
ン
グ
ル
】
マ
ッ

ク
は
中
華
料
理
を
変
え
ら
れ
な
い
（
張
維
為
・

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
・
国
際
関
係
学
院
教
授
）
ほ

か
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ん
で
比
較
を
行
っ
た
り
す
る
の
が
有
効
だ
ろ

う
。　

　

と
こ
ろ
で
、
調
査
・
聞
き
取
り
の
有
用
性
は

歴
史
研
究
に
限
ら
な
い
。
現
代
中
国
の
分
析
に

と
っ
て
と
り
わ
け
不
可
欠
で
有
用
な
方
法
だ
。

中
国
当
局
が
政
治
的
デ
ー
タ
（
党
員
の
職
業
構

成
や
地
域
構
成
な
ど
）
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い

の
で
、
政
治
社
会
の
変
動
の
分
析
に
は
調
査
や

聞
き
取
り
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

市
場
化
で
社
会
の
階
層
化
が
進
む
中
、
中
国

共
産
党
が
大
変
身
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
役
の

一
人
は
「
私
営
企
業
家
」
だ
。
七
四
〇
万
社
、

従
業
員
八
六
〇
〇
万
人
と
い
う
巨
大
勢
力
で
あ

る
（
二
〇
〇
九
年
）。
彼
ら
が
党
と
ど
の
よ
う
な

関
係
を
持
つ
の
か
（
い
ま
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

党
員
だ
と
い
う
）、
民
主
化
の
旗
ふ
り
役
に
な
る

の
か
、
現
行
党
︱
国
家
体
制
の
擁
護
者
に
な
る

の
か
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
政
治
指
向
が
中
国
政

治
の
帰
趨
を
決
め
そ
う
で
あ
る
。
調
査
、
聞
き

取
り
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
が
、
簡

単
に
は
で
き
な
い
か
ら
、
先
行
の
リ
ラ
イ
ア
ブ

ル
な
調
査
を
利
用
す
る
。
Ｂ
・Ｊ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

（
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）は
二
回
に
わ
た
っ

て
私
営
企
業
家
を
調
査
し
て
い
る
が
、
体
制
は

私
営
企
業
家
を
「
抱
き
込
ん
で
」、
双
方
は
も

た
れ
合
い
の
関
係
に
あ
り
、
企
業
家
が
民
主
化

の
旗
ふ
り
を
す
る
将
来
像
は
描
け
な
い
、
と

彼
は
結
論
す
る
（B. J. D

ickson, W
ealth into 

Pow
er, Cam

bridge U
niv. Press, 2008

）。

　

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
北
京
大
学
国

情
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
実
際
に
調
査
を
担
う
の

は
同
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。こ
の
種
の
聞
き
取
り
、

調
査
に
つ
い
て
は
、中
国
側（
し
か
も
有
力
機
関
）

の
協
力
が
ほ
ぼ
絶
対
条
件
な
の
で
あ
る
。
新
手

法
で
の
現
代
中
国
（
史
）
研
究
は
魅
力
的
で
公

式
デ
ー
タ
の
決
定
的
欠
落
を
埋
め
て
く
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
注

意
や
警
戒
も
欠
か
せ
な
い
。

（
も
う
り
・
か
ず
こ　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

■
『
橄
欖
』
第
18
号

【
目
次
】『
滄
浪
詩
話
』
の
隠
喩
体
系
お
よ
び

詩
学
的
趣
旨
に
つ
い
て
の
新
論
（
周
裕
鍇
）
／

黄
庭
堅
詩
歌
の
伝
播
と
受
容
に
お
け
る
テ
キ

ス
ト
の
予
構
造
（
邱
美
瓊
）
／
陸
游
の
厳
州
赴

任
と
『
剣
南
詩
稿
』
の
刊
刻
（
甲
斐
雄
一
）
／

慶
應
大
・
幸
田
成
友
旧
蔵
の
市
河
寬
齋
『
陸
放

翁
詩
醇
』
首
巻
考
（
金
明
蘭
）
／
宋
代
魚
介
詠

に
み
る
自
然
観
察
と
叙
述
特
徴
に
つ
い
て
（
陳

素
貞
）
／
［
研
究
ノ
ー
ト
］『
宋
詩
選
注
』
所
収

作
品
の
歴
代
選
本
に
お
け
る
収
録
状
況
（
三
野

豊
浩
）
／
東
坡
巡
礼
の
旅
Ⅱ
（
加
納
留
美
子
）
／

紀
年
陸
游
誕
辰
八
八
五
周
年
曁
陸
游
与
鑑
湖

国
際
研
討
会
参
加
報
告
（
甲
斐
雄
一
）
／
第
一

四
回
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
報
告
（
浅
見
洋
二
）

［
宋
代
詞
文
研
究
会
発
行　

B
5
判　

二
三
八

頁　

三
、
〇
〇
〇
円　

二
〇
一
一
年
三
月　

＊
東
方
書
店
に
て
取
扱
中
］

■
郭
沫
若
研
究
会
報
　
第
十
二
号

【First W
orld C

ongress of the International 
G
uo M

aro A
cadem

y 

特
集
】
郭
沫
若
書
法
管

見
（
河
内
利
治
［
君
平
］）
／
九
州
大
学
所
蔵
の

郭
沫
若
「
盈
盈
灘
水
碧
羅
紈
」
詩
軸
小
考
（
岸

田
憲
也
）
ほ
か 

（
＊
日
本
郭
沫
若
研
究
会
事
務
局
：
熊

本
市
大
江
二
︱
五
︱
一　

熊
本
県
立
大
学
外
国
語
学
部

岩
佐
研
究
室
気
付　

☎
〇
九
六
︱
三
六
四
︱
七
〇
九
八

／
F
A
X
〇
九
六
︱
三
七
二
︱
〇
七
〇
二
）

［
日
本
郭
沫
若
研
究
会
事
務
局
発
行　

Ｂ
５
判

二
四
頁　

二
〇
一
一
年
三
月
発
行
］
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月
刊
『
東
方
』
の
定
期
購
読
を
お
薦
め
し
ま
す

■
Ａ
５
判
・
本
文
六
四
頁
／
毎
月
五
日
発
行

■
年
間
購
読
料
一
、〇
〇
〇
円
（
税
・
送
料
込
み
）

■
お
申
込
は
郵
便
振
替
〈
〇
〇
一
四
〇

－

四

－       

一
〇
〇
一　

株
式
会
社
東
方
書
店
〉
ま
で
。
ご
住

所
・
お
名
前
・
何
月
号
か
ら
ご
希
望
か
を
明
記
。
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